
幼稚園の経緯 資料①

●平成５年：４歳児保育（２年保育）を６園で開始
●平成７年：４歳児保育（２年保育）を全園で開始
●平成14年：異年齢児保育（４・５歳児合同）の開始
●平成20年：アフタースクール（預かり保育）の実施（保育終了後から午後４時半までの時間帯）
●平成27年：アフタースクールの時間帯の延長（午後４時半までを６時までの時間帯に拡張）
●平成28年：３歳児保育を６園で開始
●平成28年：天神山幼稚園を小学校に移設し施設一体型幼小連携校とする（同年９月）
●平成29年：３歳児保育を９園に拡大
●令和元年：３歳児保育を10園に拡大（旭幼稚園の閉園にともない令和７年度は９園で実施）
●令和５年：デリバリー弁当開始
●令和５年：東光幼稚園閉園（幼保再編による）
●令和６年：太田幼稚園閉園（幼保再編による）
●令和７年：旭幼稚園閉園（幼保再編による）
●令和７年：山滝幼稚園休園（在園児が０人による）
●令和７年：市立旭・太田こども園が開設
●令和８年：春木幼稚園と大芝幼稚園が閉園予定（市立春木・大芝こども園を開設予定）
●令和９年：光明幼稚園閉園予定（仮称：市立桜台・光明認定こども園を開設予定）
●令和10年：大宮幼稚園閉園予定（大宮保育所隣接地に民間事業者による認定こども園を開設予定）

小学校併設を主とした幼稚園を開設
昭和58年４月太田小学校開校・太田幼稚園開園により市内24小学校・23幼稚園体制


